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研究目的と概要

腸管粘膜の再生において重要な役割を果たしている間質系細胞の一つ筋線維芽

細胞に着目し、骨髄幹細胞由来の腸管筋線維芽細胞の存在を証明することを目

指して研究を進めた。動物モデ、ル骨髄移植の系を用いて、骨髄幹細胞に粘膜再

生誘導因子遺伝子を導入し腸管局所における粘膜再生機転での骨髄幹細胞の役

割を明らかにすることができると考えた。臨床応用にむけ IBD自然発症動物モ

デ、ルを用いて単なる骨髄移植ではなく、骨髄幹細胞に粘膜再生遺伝子を導入し

クローン病の新たな治療法の確立を目指した。
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